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都
市
の
中
の
主
役
た
ち

人
生
八
〇
年
時
代
は
、
幼
少
年
期
か
ら
、
全
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て

お
り
、
特
に
、
生
活
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
て
き
た
「
家
族
」
や
「
地
域
」
に
対
し
、

新
た
な
意
義
づ
け
を
求
め
て
い
る

人
生
8
0
年
時
代
の
到
来

　
市
民
の
平
均
寿
命
が
男
7
5
・
５
歳
、
女
8
0
・
１
歳

　
（
6
1
年
）
と
な
り
、
人
生
8
0
年
時
代
が
到
来
し
た
。
そ

し
て
、
幼
少
年
期
か
ら
全
ラ
イ
フ
ス
テ
し
シ
を
通
じ
て

の
生
き
方
が
と
わ
れ
、
人
生
5
0
年
時
代
の
健
康
、
雇
用
、

扶
養
、
住
宅
、
教
育
、
余
暇
、
家
族
、
地
域
な
ど
、
社

会
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

家
族
の
変
容

　
戦
後
の
家
族
制
度
の
改
革
に
と
も
な
い
、
夫
婦
と
子

ど
も
の
み
の
核
家
族
世
帯
は
い
ぜ
ん
と
し
て
多
く
、
ま

た
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

家
族
講
成
員
の
自
立
化
傾
向
が
進
み
、
女
性
の
社
会
進

出
に
よ
り
家
庭
内
の
男
女
の
役
割
分
担
も
変
化
し
つ
つ

あ
る
。

　
家
族
は
古
来
、
生
産
の
単
位
で
あ
り
、
同
時
に
相
互

扶
助
の
単
位
で
あ
り
、
教
育
の
単
位
で
も
あ
っ
た
。
し

か
し
今
や
、
生
産
は
職
場
へ
、
福
祉
は
施
設
へ
、
教
育

は
学
校
・
塾
へ
と
、
家
族
が
は
た
し
て
き
た
機
能
は
、

ま
す
ま
す
外
部
へ
委
譲
さ
れ
て
い
る
。

　
人
生
8
0
年
時
代
を
迎
え
、
家
族
は
い
か
な
る
機
能
を

は
た
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

都
市
の
主
役
た
ち
が
抱
え
る
課
題

　
子
ど
も
た
ち
は
高
学
歴
社
会
の
中
で
、
中
学
生
の
約

半
数
が
塾
通
い
と
、
自
由
に
遊
ぶ
時
間
を
う
ば
わ
れ

て
い
る
。
都
市
化
の
進
展
は
、
遊
び
場
を
自
由
な
空
問

か
ら
家
の
中
・
公
園
な
ど
の
管
理
空
間
へ
と
移
行
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
か
ら
自
然
と
の
体
験
を
う
ば
っ
て
き
た
。

家
族
や
地
域
、
そ
し
て
都
市
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
由
、

創
造
、
発
見
の
喜
び
を
あ
た
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
大
人
た
ち
は
本
格
的
な
余
暇
時
代
を
迎
え
、
学
習
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
な
活
動
を
展
開
し
始
め

て
い
る
。
地
域
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
場
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
高
齢
者
は
、
人
生
8
0
年
時
代
を
む
か
え
「
み
ず
か
ら

生
活
す
る
」
、
す
な
わ
ち
自
立
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
は

「
健
康
」
（
医
）
「
生
計
」
（
職
）
「
生
き
が
い
」
（
充
）
の

す
べ
て
が
満
足
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
族
や
地

域
、
そ
し
て
都
市
は
、
高
齢
者
の
第
二
の
人
生
を
じ
ゅ

う
ぶ
ん
支
え
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
障
害
者
は
健
常
者
と
と
も
に
生
活
し
、
喜
び
や
哀
し

み
を
と
も
に
分
か
ち
あ
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
そ
だ
ち
始
め
て
い
る
な
か
で
、
地
域

は
人
び
と
に
と
っ
て
、
ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
り
う
る
の

で
あ
ろ
う
か
。



よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
1
2
4
【
第
４
章
】
ヨ
・
コ
・
ハ
・
マ

Yokohama

活力ある高齢化社会…。知緑社会の到来は、高齢者の知識と経験

を必要としている

日常生活の中の福祉…福祉は決して大げさなものではない｡ちょ
っとした心づかいに私たちの心はなごむ

海外へと広がる友達の輪…若者同士の心のふれあいは、国際平和の実現をよ

り確実なものにしていくであろう

地域に還る大人たち…肩にひびくみこしの重みとかけ声が、知らない者

同士をいつの間にか結びつけていく
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